
家畜の多頭化 も著 しく.高い塀金収入を得る農家 も多 (杏-たが,耕地自体が少をい為専業と第 2

種兼第-の分化が著 しho湖陵町を中心に豚の本地城 の総頭数は県の4 8.4% と希ってLnるO-方

平野北部-東部の低地では水田率 900j;-前後で,安定 した水稲作が行貴われできた｡ 1 ha 以上の

耕地を持つ農家率は50%以上を占めるが,工業の発達で第 1種兼業農家が極めて多 (杏っている｡

これらの傾向は今後更に抽著にたるものと思われる0本頚城 全体について言えば.戦前か ら塵当収

量が大きいがこれは土 地 改良前に裏作 としで栽培された緑肥作物の首宿と関係が診ると思われる｡

乾 印化 苦れ丹後の今 ｢]では山陰共通の 】毛田率が称於で高 く92- 980/…､とそっているr

第5章要約では以上につLnでまと炉,平野内におLlでは次の通bVEI紳域区分を行方い,そ の地域

性を簡潔にまとめて記 したO

′､1
-･--I---I-IIIIJ･-I--･-I
P
■､-l
r
■

Ⅰ 西部砂丘地域 Ia 大社砂 丘地域

]b i鋸竣砂丘地域

ll 今市地域

打 神戸川沖積地地域

N 斐伊川 沖積地地域 Ⅳa 平野東部地域

Ⅳ b 今市周辺地域

Ⅴ 新川廃川敷地域

し(Ⅵ 山間地域 )

多摩薄a)都市化 と多隆二ユータウン娃殻に伴 う諸間組

恒_ 良 恵 子

^口の大都市集中.都市勤労者の実収入増加をはるかに上まわる土地価格上昇.家賃の借上b-

夜 どによ〔て,大都市における住宅問題は深刻さを増しているO又,生活水準の向上に伴い.量的

方面か らの住宅確保だけで貴 く, 住宅そのものの負の向上 とともに,居住環境や公共公益施設の整

備 されfT住むのにふさわしい住宅団地の建設が馨求されてV}るO こうした事情を背景に日本各地で

新 しい居住地作bとしでのニュータウン建設が進められてVlるOその中か ら.私は,地元東京のニ

ュータウン,完成の蛙には世界に も例をみ夜V,程大規模夜ものとをる多摩 ニュータウンをとb奉げ

考察 してみることにし舟0
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多摩市は. 46年 11月に市に在 ったばか bの町である.かつては純農村だ っ舟この多摩市 も交

通機関の発菟 戦後の東京-の^ロ集中の影響をどに よb, 都心通勤者の格好の鍵 と育った｡ 好拝ロ

35年頃までt, わDにゆるやかを伸びをみせていた人口増加で奉るが,その後 桜ケ丘 一ノ宮 と

いった住宅団地建設に伴い急激 に増え, ことに46年には多摩 ニューJPウン- 5.600世帯の入居

があb一挙 に倍増 している.多摩市の場%, 市域の約 60%が多摩 ニュータウンの計画区域 に含せ

れ てい る｡井部の市街地化の進んでいる地域を除(, いわば未開発 とも言える地域のほ とんどが計

画区域に入 っているので奉るO多摩ニュータウンの多摩市-の影響は非常に大きい｡ 多摩 ニュータ

ウン完成時 (54年 )には, 多摩市は 20万人都市- と変貌するわけで奉るが. この ように.短期

間に多くの人口がふえるのに伴い産業面で も大きを進展がみられる｡ ことに京王線型蹟桜ケ丘駅周

辺には,大手ショッピングセンターや金融機関が次々に進出し,又, 現在駅前通 Dの拡張工事が進

められておb, その沿道 も近い将来,新 しい商業地 に生せれかわろうとしているo

多摩ニュータウンは東京の^口蝉加を吸収するため健全を居住坂境 と快適で便利を住宅建設を基

本方針 とし, 54年の完成をめざし現在=事が進められている｡計画区域は都心か ら30-40Km

の多摩 ･八王子 ･町田 ･稲城の4市にまたがb完成時 には41万人の入居が予定 されているOニュ

ータウン内は中学校を単位 として23の住区にわけ られてお り, 5, 6住区 (諏訪 ･永山団地 )で

は,既に新 しい生活が始ま っている.

多摩 ニュータウンが,今までにない大 きい規模での開発であるという点に おいて,そこには 自然

保畿 行政区画 土地,是供者の生活再亀 地元財政 -の影響, 住民 自治 交通.史にはニュータウ

ンそのものの性格-･夜ど多 くの問題が兄い出せ るO実際, この ようを多くの問題点が浮 き彫 Dにな

ったため, 46年 12月には 完成が52年から54年に延長されるとの答申が出されたわけで.

歩きをがら考 えるとい う多摩ニュータウンd, ロブノン博士の建設的た音見を も含めて,その方向

にむか っての諸問題の早期解決をせまられてV,るo Lか しそがら,一方で, 諏訪 ･永山団地を調査

することによっT, この-ユ-タウン建設の果た している積極的を面 も知ることができた｡

･目次概要 ･

序 章 §1 人 口の大都市集中と住宅難

§2 E]本におけるニュータウン

§3 ニュータウンとは何か ?

第 1葦 多摩市の都市化

§1 自然 (位芭 地チ玖 地質.動植物 )

§2 多摩市の発展 (沿革,人口動観 産業 と住宅建設の関鶏 ニュータウン建設と多摩
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市の将来をど)

第 2葦 多摩ニュータウン

, §1 多摩ニュータウン計画

§2 計画区域の現況 と土地 利用の変遷

(計画区域の地形地質 ,造成工事前の土地利用 ,事業進捗状況 ,宅地造成工事の現況 ,

土地区画整理事業区域を ど)

§3 入居の開始 した諏訪 ･永山団地を見て

(両団地の全貌 ,土地利用 ,各施設について ,入居者の住生活 と意識 に関する調査結

果のまとめをど)

§4 多摩ニュータウン建設に伴 う諸問題

(む 丘陵地における宅地開発

(動 4市にまたがる多摩 ニュータウン

③ 土地提供者の生活再建について

(わ ロブノン報告 と多摩 ニュータウン ー イギ1)スのニュータウンとの比較

@ その他の諸問題

結 び

三浦半島南半部の地理学的考察

広 瀬 由紀子

三浦半島南半部 (主に三浦市 )をフィール ドに選んで ,農業 ,漁業をどが京浜市場を背景 として

どのように経営されているか ,又 ,昭和 35年頃 (川喜多 ･大江氏の卒論参考 )と比戟 して農業が

どの ように変遷 したかを卒論の主を目的としたO

三浦市は ,人口45,000人余で第一次産業∧口は全就業人口の 45%を占めて ,農業 と水産業

は三浦市の基幹産業ををしているO 工業は用地不足 ,労働者不足で発達する可能性が見 られないo

三浦市の農業は高度輪作就業栽培経営が行をわれ ,大根 - 春キャベツ ー スイカを主を作付類

型 とし ,一年三作型で輪作回転率は約 2.47である｡一戸当たb平均耕地面積は 76a,専業農家

率は40%,主業率 (専業+l種 )は 71%で ,神奈川県下で有数の農業地域であるo三浦市の農
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